
       まちづくりに取り組む住民を増やそう！

  あ さ ひ が 丘  ま ち 起 こ し プ ラ ン M E e t i n g

　少子高齢化の進むあさひが丘団地では、空き家問題の解決は、喫緊の課題です。

　空き家問題への取り組みは、安佐北区役所とも連携して進めており、過去2年間講師を招いて

「空き家問題」解決のため講演会や相談会を開催しています。

　令和2年1月より、あらゆる世代がいつまでも住み続けたくなる多世代循環型のまちづくりを目指し、

専門家の指導の下、勉強会やワークショップを開催し、団地の空き家マップの作成や空き家予備軍

への対応策の検討を行っています。この勉強会には、連合自治会、団地内のボランティアグループ、

民生委員、保護司、社会福祉協議会、青少協、小中学校PTA、公民館、体協、老人クラブ、防災士、

団地内民間法人等約30名の皆様で構成されています。

　空き家の流通促進や、子育て世代の住み替えを促進することで団地全体の活性化を最終目的として

頑張っています。

　　　　　あさひが丘連合自治会　まち起こし推進部

　　　第1回　ワークショップ開催　　　令和2年1月25日（土）　会場　日浦公民館

第1回目のワークショップでの勉強会・・・五つのグループに分かれて意見交換

　　1.　あさひが丘団地の「良いところ、悪いところ」の洗い出し

    2.　理想の団地とは

　　　 　・  ふれあいのある団地　　　　　　　・　気軽に飲みに行ける団地

　　　　 ・　子供の声が聞こえる団地    　　　・  元気で若々しく安心安全なまち

　　　　 ・　夢のある団地    　

　　3.　理想の団地になるための対策

理想の団地になるための具体策等意見交換

　　　 第2回　ワークショップ開催　　　令和2年2月15日（土）　会場　日浦公民館

第2回目のワークショップでの勉強会

　　1.　空き家マップの活用

団地内の空き家（家財あり、家財なし）、高齢者の一人暮らし、高齢者の二人暮らしなど色分けした

空き家マップを活用して、将来空き家になる可能性の高い家庭が多いことの認識

　　2.　多世代が入りやすい環境づくり

空き家対策、防犯、防災、環境美化、要支援者・高齢者の見守り等

講師・・・一般社団法人さくらブリッジ理事　前田泰弘 様 講師・・・一般社団法人さくらブリッジ理事　湯上みどり 様　



団地の魅力づくりのためのワークショップ

　各テーブル5～7人でグループ討議で個人でできること・団地でできること等模造紙に張り付けてゆく

各グループ発表

団地内の空き家（家財なし）・空き家（家財あり）、高齢者一人暮らし世帯、高齢者二人暮らし世帯など

色分けした団地内地図を作成し、現在の空き家及び空き家予備軍の状況を共有する。




